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教授醤事博士鳥潟隆

啓皐士 宮司克巳筆記ー

寓員病歴テ議ム．ー

患者 11110ツo,14歳ノ女子，昭和7：同月17日入院。
遁偉関係及既往症： 特ニ蓮プペ干モ ／無シ。

主訴 上古語版ノ無f菌性腫蕩。

現在症昨年11月頃偶然上門歯ニ首Jレ前歯眼ニ超米粒大ノ無痛·I~＝腰痛ア Jレ テ認ム。何等

自費障碍ラ件ハズ。其後該腫癌ハ漸失ニ大サテ槍シ本年 1月頃ーハ示指頭大 トナリタルテ

以テ某歯科・醤ニ手術的ニ除去サレタリ。然Jレユ手術後2-3日ラ経過 シ再ビ同所ニノj、ナJレ膨

陵テ認j，以来其膨隆ハミ大第ニ増大シ現在ニ至Jレ。 4月頃ヨリ軒度ノ 打撃叉ハ接鯛ニ ヨツテ

モ膳膚ヨリ答易ニ H~1凪1 テタ＼U、。

食慾，使通，睡眠ニ異朕無シ口

教授「才聴キノ）i:l.iリデアリ マス。ノ「El迄1間切除シテ貰ツタガ同 ジ場所ニ問機ナモノカ、

スク・・1-H来タ ト云フ事ハ印チ再設 Recidivデアリ？ スガ此／再護 シタ ト云 フ事ハ……・・・？」

第 I 園 事生 「此／腫蕩ハ悪・It：ノモノデアル事ノーツ ／徴デアリ

マス。」

教佼「ktli，此ノ1ヰ君主ノ事寅一ツデ此ノ腰痛ハ悪竹ノモ

ノト静断シテ誤 ハナ fノデアリ マ y＂主訴ニ ヨリ 局所ヲ衿

マストー…一？ J 

厚生「J~歯飯ニーツ ノ膨隆テ認メ了ス。 1

教授「Q[J ナf-_fh: ト「W当ト ／ 間デアリマ シテ大サハ抑指j)~

大， 形ハ全 ク ノ｜誌＼ If~，丁！支帯構テ 「11心ト Lテ共謀；底ハ：1E•l1

KJ~ ノ左京ニ跨リ利l首y；；·｛ ク 直作ハがJ2Cm除。共表商ノ （＇.~ ハ ・

験生「一般ニ持ニ被ハ レテ居Jレ底ハ淡紅色デ外部ニ露出
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シテ居Jレ部分ハ次白色ノ者テ被ハレテ居リ？ス。」

教筏「ソレカラ……・・・ 'tJ 

厚生「腰湯ノ表I商品ハ鹿々J血液テ混ゼJレ分泌物ガ認Jラレマス。」

教授（患者ノ i調子見ナガラ）「患者J一般j［｝；態ハドウデアリ 7 スカ。先ツー目）＇t：ツ事ハ・

.. t」

身再生「若シク貧血性デアリ？ス。」

教度「工、，全身ノ！支l舟ハ比ダ済自，ソシテnf視粘膜モ貧血’l{I：：デアリマス。血液検公デ

ハ血色素号一ハ芝三1三氏憤デ49テ示シテ居リ？シタn 病歴デモ才酷／様ニ此腫蕩エハ強度

; H11血性ガアリ 7 ス。御覧ナサィ。腫蕩上ノ黒ク見エル斑貼ハ血液カV凝同シタモノデアリ

？ス。勿論此貧血ハ小景宛デハアルガ頻問ノ出血ニ起閃シテ屑Jレ事ハ明白ナ事デアリ 7 ス。

向椀Jし石Iキ事ハ…－…・・Y.! 

第 2 圃

第 5 圃

埋葬生「 H ・H ・－…」

教授「腫蕩ハ異Hたナ博動テ示シ 7 セン。此ハ陰性別

見デアリマスガ診断上ーハ必要テアリ 7 ス。次ニ鯛静

スJレト・・・・・・・..'? J 

大晶 摂生「熱感ハアリ 7 センo」毅授「硬サハ・…・・…YJ 

皐生「一般ェ弾力性硬，底々弾11・M：軟ノl蓮ガアリマ

ス。」

第 4 圃 毅舵「周陶トノ聞係ハドク

デアリ 7 スカ？ J 

事~I~ 「腫蕩ノ周間ハ全ク健

常デアリ 7 シテ呉AA着色，設

赤， I血管ノ瞬張，浮腫ノ、認、メ

ラレ？セ ン。ソシテ臆蕩／境

界ハ鮮明デアリ 7 シテ健曝帝Ii

へハ翠（Stiel)テl、・J.テ漣ナツテ

IAリ？ス。』

教授「全ク共ノ遁リ。」（消息了・テ持チーん指シナカ’ラ）「此ガ右ノ；第1ノ1111簡..llt ;/Jソ［.／第2， 
／｜勺繍，此等ト臆蕩トノ間ニハil'i息子テ姉入スル事ガHHIE-vス。此ノ 事 テ臆場ハ（黒板ニ

｜前l解f第2闘〕シナガラ，） riisselartig （明欣｝ニ突／HシアT,ti）レト Filシγ ス。イ1・2定性デアルカ、故

ニ開場ハ某l良ノ所T’d易ニ動カス事ガ／+I来叉廻帥ス Jレ事モIH＊＇ス。
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毛穴ニ硬口蓋デハ……・・・門歯骨（Osincisivum) ／所ニハ何等襲警化対必メ 7 セン。故ニ此ノ

轡化ハ極メテ表居ノモノテアリ 7 ス。ソコニアル門脇テ欄ツチ見マスト……...＇？」

感生「門歯ノ中，左右共g,f~2門繭ハ竪岡デスガ第1門幽ハ何レモ麟剖！サレ可動性。殊ニ友

第H"J歯ハヨク動キ 7 ス。j

教授（「プラクチカント jテ見ナカ号、 ラ）「デ・ハ此腫蕩ハ一関何物デアリマセクカ…・ー…YJ 

t私生「……・…・・…」

教授「他ニ此ノ様ナモノハアリマセンn 施綴ニ生ス勺レ悪性腫君事テ印チ………Epulisデア

リ？ス。l

教授（一般製生ノカーへ向ヒナカ拘ラ）「諸君！ Epulis ト巾 スノハ…－－－… Er. トハ上ニト云

フ事。例へパ Epithel ト云へパ上テ被フト云ヌ意。 Ulon トハ Z.ahnfl~i~~h . 歯眼ノ：事。デ

Epulis ト云フノハ aufdcm Zahnfleisch sitzend ト云フ意テアリ 7 ス。 帥チ Epulisノ、樹娘

ヨリ生ズル臆蕩デアリ？ス。多 クハ此ノ；揚合ノ如ク有翠性デアリ 7 スガシカシ庚イ基底テ

有ス Jレ事：モアリ 7 ス。本例ノ如ク繭眼ノ繋帯テ中心ニ疋中線上ニ生スツレ事モアリ 7 スガ時

ニハlE~J-r*Ji!以外郎チ1ttq11・カラ蛮生スル事モアリ 7 ス。叉左右雨側ニ劉・栴性ニ生ス、Jレ事モア

リ？ス。 Epulisハ歯槽ノ外側デ白ii錨部ニ最モ多ク殻生スルモノデアリ？ス。

諸君 ！ Epulisハ貸｜生ノ悪性腰湯デアリ マス。悪性腫蕩ガイ子治τスル時ニ此ニ閥聯シア秒

Jレ可キ事ハ…・・・…Y」

感生「締移ノ有無デアリ マス。」

敦疑「此ノ J患者デハ・・H ・H ・.'? J 

里浜生「配下淋巴腺テ検スルモ少シモ陣移性腫脹ハ認メラレ 7 セン。」

教授「悪性腫蕩ヵ作－在スノレ時ニ輔移ノ仕方ニ二遁リアリ マス。ーツハ淋巴系ニ依Jレモノ

此ノ際ハ配下討中巴腺ノ腫脹テ来シマス。モーツハ血行ニ依Jレモハ此ノ血行ニヨ ツテノ持

移テ殻シ易イ恕性腫傷ハ何デアリ？スカ………＇？ J 

J準~I：：「肉腫デアリマス。」

教段「／［＿様。癌腫ヨリモ内腫テ アリマス。此ノ ft~者ニハ悪性脂蕩ガ存在シテ居 Jレニモカ

、ワ ラズ判底ー モ柑移性腫脹テ詮シ 7 センO

此ノ Epulis ト云フ J ハ先ニモ；書ベタ抜ニ元来歯離部ヨリ殻生シタ限局·l~I：腫蕩ノ綿綿デ

アリ？シテ，組織率的ニハ多ク肉照デアリ？ス。時トシテ繊維腫性ノ：事モアリ？ス。肉腫

デモ恒大仰1胞肉願，紡錘形細胞肉腫，闘形細胞肉臆等何レニ シテモ大ナル細胞カ、認メ ラレ

マス。其故ニ Epuli当ハ悪性新生腫湯ノ特徴ト シテ非常エヨク再・護テ繰リ返シ7 スガ然 シ

此ハ決シテ淋巴榔移テ起シマセン。叉周園テ破壊スル性質モアリマセン。 此ハ同 ジ肉腫デ

モ身開他部ニ於ナルモノトハ絵程相違スル所－デアリマス。護育ハ組織ー撃的構法二ヨリ綬念
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ハアリ 7 スガ一般ニ緩徐デアリ 7 ス。

但シ Epuli：；ノ内デモ例外トシテ黒色肉腫（Melanosarkom）ガ?Iミル事ガアリマス。Jltノ鼎

色肉腫ハ肉腫ノ中デモ最悪性／者デアツテ此際ハ早期カラ配下淋巴腺ニ輔移ヲ起シ 7 ス。

一般ニ肉腫ノ綿移ハ宏ニj韮ベタ様ニ血流ニ依Jレモノトサレテ居リ 7 スガ黒色肉開ダナハ

例外デ配下淋巴腺ニヨク持移テ来シ 7 ス。勿論黒色肉腫以外ノ肉腫テモ長キ粧過ノ間ーハ

配下淋巴腺ニ締移テ＊シ得ルモノデアリ？ス。

~主〆ごと；；
"-- 〆乙／晶猷織

特有ナ費生個所ハ（｜品l〔第6嗣コテ叢キナガ

ラ，）歯槽突起骨膜カラデアリ 7 ス。時ニハ歯

搬結締織カラ生ス’Jレ事モアリ 7 スガ多クハ骨

膜カラデアリ？ス。 ;J;l:故ニ治療法トシテハ背・

膜テモ除去シナクレパナリ 7 セン。多 ク再費

テ繰リ返スノハ此ノ操作ガ不充分デアルカラ

デアリ 7 ス。印チ骨膜ニ環状切開｛Circumcision）テ加lへ夏ニ歯自民骨ノ皮質居テ整除シナク

レパナリ？セ J。本症ハ統計ーニヨルト女子ニ多ク年齢ハ20歳乃至40歳トサレテ居リ？スι

モーッ Ulon I llf.t fタ名デ Epulisニ針立スノレモ ／ニ Parulis （歯搬蕩）ト郁スルモノガ

アリ 7 ス。此ハ慢性炎症性腫脹デ顎骨・膜炎，幽限骨膜炎ノ結果トシテ腫蕩犠槻テ皇シ 7 ス。

従ツテ此腫脹ノ内部ニハ膿及ピ化膿菌ガ存在スルノデアリ 7 ス。 I込raハParasit,Parabiosis 

ナド／如クfHJ），寄等ノ店デアリ 7 ス。

第 6宙 服事事組織頼微鏡潟!fl, 後記腫蕩切片鏡検1Ui見3底々ニ結締純占~ 

質テ認メ一見表皮性申Ill胞I曾殖ナ Jレカ／所．見

' 

トノ鑑別診断トシテ Imp巴din現象ノイI無テ

検シタ yレ」ニ，In】pedin現象｜場・I：ゾI:I結果．テ得タ

リ。自JIチEpitheltU:lll胞ガ認メラレテモ，本繭

搬脂モ亦肉腫・M：デアル事ハ此ノ如ク Impedin 

現象ノ｜場・M：：ナル事ニヨツテ明白ナリ。

従来ノ検査 ι ヨレハ人間肉腫ハ Impedin 

現象テ示スシ稿腫ハ示サス，胃栴ノ淋巴腺糊

移ニテ一見肉腫ノ観アリシモノモ Impedin 

現象陰性ナリシーヨリテ肉腫ニ非ザルコトテ知リ得タリ （本誌、第9巻第3披日目和71f5月1H 

6Hr第647l'(劇！の。
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本腫溜テ以テノ Impedin現象検査結県

最大喰菌子ニヨル比較

眼

生煮ノ別｜ 抗 I 原 戸 ｜封照
I 0.1施 10.2芦EI 0.4粍｜ 0.6施｜ 食駿＊

79 

103 J oo 

益出」；
3；~ 

87 

77 

84 

)Jill 1061 

本腫傷ノ主要部ハ明白ニ病的ニ増

殖セル Epithel様細胞ナリ，シカモ

Imped in現象｜場11：ナリ。此賠ハ討：日

ニ値ス。動物悪性腫湯ニテハ白鼠癌

ハ明白ニ Impedin現象テ示セリ（青

柳安誠），而 シテ白鼠痛ナ凡 モノハ琵

生ノ初期ニ於テハ肉腫性ノモノナ


